
避難するときの注意事項 

1.あわてて避難を開始しない 

避難をするときには落ち着いて行政や気象庁からの情報の確認、テレビやラジオの放送を確認した上で、

余裕を持って避難できるようにしておきましょう。 

慌てて避難すると、忘れ物やガスの元栓の締め忘れ、鍵の閉め忘れ等の可能性もあります。また、大雨時

には道路の冠水や河川の氾濫等、地震時には道路や家屋の破損により、普段の道が全く違うものに見える

ことがあります。避難路を間違ったり、転倒する危険性もありますので、足元を十分確認し、確実な避難

を心がけましょう。 

 

2.河川や側溝の近く・がけ等の近くを通らない 

大雨や台風の時には河川が氾濫したり、道路が冠水して非常に危険です。大人の足首近くまで水位があり

流れが速ければ動けなくなることもあります。 

また、がけ等の近くでは大雨や地震によるがけ崩れの可能性があるため、できる限り避けて通りましょう。 

地震時には余震が続く場合もありますので、崩れやすいブロック塀や窓ガラスの近くは避けて通りましょ

う。 

 

3.避難時には車は使わない 

避難所には限られた数の駐車場しかありません。多くの人が車での避難をすると渋滞が発生し、緊急車両

が通れなくなってしまいます。 

また、車が水に浸かると動かなくなったり、水圧で扉が開かなくなったりして非常に危険です。車での避

難は特別な場合を除きやめましょう。 

 

4.エレベーター等の電気が必要な設備を使わない 

災害発生時には落雷や電線の切断等で電気供給がストップする恐れがあります。 

エレベーターは途中で止まってしまい、閉じ込められる危険性があります。また、エスカレーターも急に

稼動が止まり、転倒する危険性がありますので、避難するときは階段を利用しましょう。 

 

5.隣近所への呼びかけ 

単独避難は避け、二人以上での行動を心がけましょう。 

高齢の方や子供・病気の方は早めの避難が必要です。近所の高齢者や子供、病気の方等の避難に協力しま

しょう。 

 

6.垂直避難 

避難するとかえって危険を伴う場合や、避難所まで避難する時間がない場合には、自宅や近隣の強固な建

物の２階以上（斜面と反対側の部屋）に避難しましょう。 

 

 



□懐中電灯（予備電池も） 

停電に備えて。できれば 1人に 1つずつ。 

□携帯ラジオ（予備電池も） 

□乾電池 

 定期的に使用期限をチェック 

□身分証明書（コピー） 

 健康保険証、運転免許証、パスポート、外国人登

録証など 

□筆記用具 

メモ帳とペン、連絡先等を控えたもの 

□現金・小銭、貴重品 

10円、100円硬貨（公衆電話用、自動販売機用） 

通帳のコピー、印鑑 

□ホイッスル、笛 

ＳＯＳを知らせる道具 

□救急用品 

応急手当用、胃腸薬、鎮痛剤など 

□持病薬 

合わせて処方箋のコピーやお薬手帳等 

□マスク 

感染症予防 

□簡易トイレ 

待てない時も考えて 

□ウェットティッシュ 

断水時にからだを清潔に保つ 

□ティッシュペーパー 

普段から多めに買いだめ 

□使い捨てカイロ 

防寒用 

□ポリ袋 

ゴミ袋など。大小あわせて 10枚ほど 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

非常用持ち出し品チェックリスト 

□衣類（家族分） 

 ３日分あるといいが、荷物になる為必要なだけ 

 もっていき、寒さ対策は毛布等を活用。 

□運動靴 

避難時動きやすいように 

□毛布 

□タオル 

防寒、からだ拭き 

□手ぬぐい、ふろしき 

お手ふき、アイマスク、包帯など幅広く 

□歯ブラシ 

お口のケアも重要です 

□手袋 

 丈夫な素材のもの 

□ヘルメット、防災ずきん 

□雨具（雨よけ） 

雨衣のセパレートタイプ推奨（動きやすいため） 

□生理用品 

ガーゼの代用としても利用できる 

□ライター、マッチ、ろうそく 

火をおこす、あかり 

□携帯電話（充電器、バッテリーも） 

連絡手段。 

□飲料水・非常食料 

家庭３日分が目安。飲料水１人１日３ℓ。 

定期的に賞味期限をチェック 

紙皿や紙コップ等もあると便利 

□万能ナイフ 

はさみ、ナイフ、缶切りなど 

□手袋 

 丈夫な素材のもの 

□毛布 

□ヘルメット、防災ずきん 

□乳幼児用品 

粉ミルク、ほ乳びん、紙おむつ、おもちゃ、母子

手帳など 

 

 

災害時に備えた物資の確保 
 

災害が発生した場合に備えて、一般的に３日間生活できるくらいの物品を準備することが望ましいとされていま

す。平時から災害に備えた物資の確保を行いましょう。また、非常食などは賞味期限等がありますので時々確認

をして古くなってきたものは新しいものに取り替えるようにしましょう。 

最近はホームページ等などで非常食を活用した料理等の紹介もされていますので、交換の時期にはそういった情

報を活用し、上手に循環させていきましょう。 

※夏には熱中症等、冬には寒さ等の対策ができるにしておきましょう。 



大雨に備える    

 長与町ハザードマップ等を活用し、家庭で避難場所、避難ルート、家族との連絡方法を確認しておきま

しょう。また、非常用持ち出し袋を準備し、すぐに持ち出しできるところに備えましょう。 

※ハザードマップは町ホームページでダウンロードできます。また、地域安全課窓口でも配布しています。 

 

1.安全な避難路の確認 
大雨や台風時に避難する際には雨で視界が悪くなっていたり、道路が冠水していたりして、普段通ってい

る道が全く違う道のように感じられることがあります。 

普段からハザードマップ等を利用して、避難所までの安全な避難路を確認してきましょう。 

 

①ハザードマップで色がついている所（危険箇所）は大雨等の時はできる限り通らないようにしましょう。 

②ハザードマップに色がついていない場所でも実際には危険な道もあります。 

 日頃から、家族や友人と実際に歩いてみて安全かどうかの確認をしましょう。 

③避難路が決まったら、ハザードマップに避難経路を書いておきましょう。 

  

2.防災情報の入手方法を確認しておきましょう。 
町や行政機関、またはテレビやラジオといった様々な方法で情報が発信されます。 

情報の入手方法や用語の意味を確認し、避難する準備を整えましょう。 

 

①長与町や気象庁等の行政機関から発信される情報の入手方法を確認してきましょう。 

 長与町からの情報はメールや電話等で確認できます。 

（参考：長与町ホームページ「防災情報」バナー） 

 また、テレビやラジオからの情報にも注意しましょう。 

②防災情報の種類等を知っておきましょう。 

≪町から出される避難情報≫ 

 

   
 

 

3.避難する前の準備 
 

①避難時の持ち出し品の確認をしてきましょう。（参考：持ち出し品リスト） 

②家族等の緊急連絡先を確認しておきましょう。 

 災害時には携帯が繋がりにくくなったり、充電できずに使えなくなったりします。 

 携帯の電話帳に登録していても電源がなければ確認できなくなりますので、緊急連絡先等を紙等に控え 

ておきましょう。 

 また、ＮＴＴ等が提供する「災害用伝言板」を利用できるように、体験利用日に実際に使ってみたりし

ましょう。 

③緊急時の家族の集合場所を決めておきましょう。 

  

  

 
  

 

 

 



地震に備える 
過去の地震では、多くの方が倒れた家具の下敷きになって、尊い命を失ったり、大けがをしています。 

しかしながら、実際に家具の転倒防止対策を講じている人の割合はまだまだ少ないのが現状です。 

「地震では家具は必ず倒れるもの」と考えて、日頃から家具の固定や配置の見直しで「安全空間」を作りましょ

う。 

 

○家具の固定 

   

○家具の配置 

 

 

 

 

 

 

 

○「緊急地震速報」を聞いたら 

 「緊急地震速報」は、地震による強い揺れが来ることを、携帯電話や防災行政無線等を通じてみなさんにすば

やくお知らせする情報です。「緊急地震速報」を見聞きした場合は、まわりの人にも声をかけながら、あわてずに

身の安全を確保しましょう。 

         

家具を置かない 

寝室や子ども部屋など、家族やお子様が長

時間を過ごす部屋には、できるだけ家具を

置かないようにしたり、背の低い家具だけ

をおくようにしたりして、工夫しましょう。 

家具の向きと配置 

万が一家具が倒れてきたときに、寝ている人

や、座っている人に家具が直撃しないよう

に、また、出入口をふさいでしまわないよう

に、家具の向きや配置を工夫しましょう。 


